
県東部自治体の協働によるSDGs教材の開発

 政府における「持続可能な社会の創り手の創出」に向けた動き（→ESD）や、県内の地域団体や
教育機関等から寄せられる「SDGsの実践につながる学びをどのように提供すればよいか」といっ
た相談も背景に、令和３年９月、県東部自治体がSDGs教材開発のワーキングチームを発足。

 「自然と人々の営みのバランス（三側面の統合性）」や、バックキャスティングといったSDGsのポ
イントを踏まえながら、幅広い主体による地域課題解決に向けた活動への入り口としていただけ
るよう、行政界を意識しない「大地・流域」をテーマとして教材を構成。

 開発の過程では、公立鳥取環境大学や鳥取大学の先生からもアドバイスもいただきながら、経
済・社会・環境の基盤であり、かつあらゆる地域資源の由来となっている地形・地質など、日常生
活で意識が向きづらいトピックスを盛り込んでいる。

9/8 ワーキングチーム会議では、柚洞准教授より導
入として「流域で取り組む必要性、千代川から学び・
取り組むSDGs」をテーマに講演いただき、山陰海岸
ジオパーク推進協議会のオブザーバー参加のもと
教材骨子案の検討等に着手した。



教材の構成とねらい

①SDGsの概要や、「三側面（経済・社会・環境）の
統合性（シナジー・トレードオフ）」「バックキャス
ティング」といったポイントを簡単に紹介

②自然や人の営みの基盤となる大地・流域のすが
たやルーツを紹介。疑問を残しながら、トピックス
の深堀にもつなげていただける内容を選定

※学年により本章の内容が難しい場合は、飛ばし
て第２章から読んでいただくことも可

③豊かな自然と人の営みの相互関係に目を向けて
いただけるよう、特徴的な事例の紹介とSDGsを
活用したワーク

④将来にありたい姿を自ら描いていただき、その達
成に向け必要となる課題などを主体的に探求し
ていただけるよう、SDGsを道しるべとしたワーク


